
シニア起業支援金 書類審査（一次審査）

審査項目 評価観点

１．事業の目的と社会的意義
• 地域の担い手としての意欲があるか。
• 退職後のキャリア活用や「第2の人生」としての納得性・持続性。

２．商品・サービスの独自性・革新性
• 人生経験・専門性を活かしたオリジナリティ。
• 地域課題を起点にした実用的・生活密着型の事業アイデア。

3. 市場性・顧客ニーズの理解
• 同年代（シニア層）や地域住民へのニーズの把握力。
• 自身のネットワークを使った需要予測や市場参入の見通し。

4. 事業の実現可能性
• 無理のないスケジュール・体力面への配慮があるか。
• 家族や地域の支援を得て進める体制など、継続性の裏付け。

5. デジタル技術

• 基本的なデジタル活用への意欲はあるか。
（例えばキャッシュレス導入、SNS活用など）

•デジタル技術の活用に苦手意識がある場合は「外部協力の体制」などで補って
いるか。

6. 地域貢献・雇用創出 • 地元雇用、地域経済への波及、地域資源の活用など、地域に根ざした展開か。

7. 資金計画・収益見通し • 資金計画の整合性、補助金の効果的活用、採算性の見通しがあるか。

8. 経営者の資質・実行力
• 柔軟な学習意欲はあるか。（例：セミナー受講、デジタル技術の習得意欲）
• 地域に根ざした信用や人的ネットワークの強みが生かされているか。


